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１．  はじめに 

 一年間、様々な国際交流活動をご支援下さ

った皆様に感謝申し上げるとともに、視野を

広げ、かつ笑顔で楽しみながら挑戦し続けて

くれた生徒の皆さんに敬意を表します。これ

からも、自他を尊重し、人と人、国と国をつ

なぐ「かけはし」として活躍してくれること

を期待しています。 

 

 

２．活動目標 

『自律』：国際交流事業を端緒に、自ら行動

する生徒を育てる。 

『挑戦』：国際交流事業やコンテストに参加

し、成長を共有する生徒を増やす。 

『思いやり』：多様な言語や文化に触れるこ

とを通して、違いを認めたり、自他

を尊重したりする心性を育む。 

 

 

３．主な活動 

（１） デービス高校との姉妹校交流 

平成９年、前身の県立児島高等学校が、米国カ

リフォルニア州デービス高校と姉妹校縁組みを

して以来、２８年に及ぶ交流を続けています。 

コロナ禍以降隔年の交換留学は自粛していま

すが、恒例の年賀状交換会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年賀状に書かれた SNS のアカウントで個々に繋

がり、英語と日本語で交流を継続してくれてい

る生徒の皆さんに感謝します。また、デービス高

校日本語教師のご後任である岩崎孝子先生よ

り、十数名のデービス生が来日を希望している

旨打診を頂き、１２月１日ホストファミリーの

予備調査を実施しました。来日の実現に向けて、

体制整備をしたいと考えています。 

 

（２）『大人女子の生きる道』座談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１０日（金）、米国ダラスより一時帰国

中の日本語・日本文化講師、石原意子先生にお越

し頂き、茶室でカジュアルな座談会を開催しま

した。「劣等感の塊だった学生時代」から、米国

で「Ｉlike myself！」と言えるようになっていっ

た経緯を、熱意を込めて語って下さいました。生

徒は１時間以上残り、沢山質問していました。 

参加生徒Ａさんの当初目標設定＝「挑戦」 

成長するにつれて失敗を恐れる自分になり、新

しいことを試すことをやめてしまうから、自分

の限界が分からなくなっているから。 

 

 

事後の振り返り＝「覚悟と感謝」 

何かを成功させるには、覚悟が必要。でもその覚

悟が周りの人にも伝わって人々を繋げていて、

何かを達成することができている。周りの人に

有難うと言い、大切にしたいと思った。 

 

 

（３） 台湾台中市立第二高級中等學校との交流 

１月２３日（金）、倉敷観光コンベンションビ

ューロー、岡山県国際課と協働し、台湾から訪日

した３７名の皆様をおもてなししました。様々

な授業を一緒に受け、１年１組と、３年４・５組

の論理表現Ⅰを選択する生徒が旧野﨑家住宅を

ご案内し、塩づくり体験や野﨑家ウルトラクイ

ズ大会を通して、親睦を深めました。 

 

  



 

（４） 各種コンテスト・講演会への参加 

・第４３回全国商業高等学校英語スピーチ・レシ

テーションコンテスト等をはじめ、７事業に応

募・出場しました。 

 

（５）「日本と私」を発信するプロジェクト 

①『Cool Japan』プロジェクトでは、「自分たち

が『Cool！』だと思う日本を発信しました。 

②『Narrative 著名人』プロジェクトは、「自分

が大好きな日本の著名人」について書き「相手

にグッときてもらおう」を目標にしました。 

③『Ａ Day in my Life』プロジェクトでは、何気

ない普段の朝をショート動画で撮影し、キャプ

ションとナレーションを英語で添えました。 

 

 

いずれも斬新かつ魅力的で、日本に興味を持つ

契機になればと願い、すべてデービス高校と米

国テキサス州ダラス補習校にお送りしました。 

 

（６）日本語支援ボランティア『かけはし』 

 

 

令和６年度、グローバル広場 KOJIMA と連携

し、外国人就労者・学生が学ぶ日本語教室にて、

ティーチングアシスタントとして活動していま

す。私達の学びが「誰かの喜び」に繋がるよう、

願っています。 

 

４．おわりに 

 

 今年度は『思いやり』を旨とし、２事業を誘致

しました。来年度は、『自律』に立ち戻り、活動

一つひとつを大切に進めます。  委員一同 

活動実績 実施日 参加人数

姉妹都市カンザスシティ訪問青少年生活体験団　応募 4月25日 1

ソロプチミスト児島主催「国際交流２０２５」運営ボランティア(かけはし） 5月18日 10

岡山県国際課主催「国際理解講座」受講 7月10日 47

第４３回全国商業高等学校英語スピーチ・レシテーションコンテスト出場 7月12日 2

米国デービス高校、ダラス補習校との交流事業 7月22日 165

岡山県高校教育研究会英語部会主催　English on Campus　就実大学 8月7日 1

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 応募 8月26日 10

IIBC高校生英語エッセイコンテスト 応募 8月26日 3

全日本青年作文コンクール２０２５＠JAPANわたしと中国 参加賞 8月31日 １

『大人女子の生きる道』ダラス補習校石原意子先生との座談会 10月10日 4

姉妹校デービス高校との年賀状交流 12月8日 284*

台湾台中市立第二高級中等學校との交流 1月23日 33*

日本語支援ボランティア「かけはし」* １月以降

561*は令和７年１２月２日現在での予定  　　国際交流関連事業参加者数


